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●印が訂正箇所です
	資　　　産

	
	Ｐ62
	現金
	げんきん
	通貨、他人振出しの小切手、郵便為替証書、送金小切手など
すぐに現金化できるもの

	
	Ｐ72
	小口現金
	こぐちげんきん
	少額支払い用に設置された現金。
会計係ではなく用度係（ようどがかり）が管理する。

	*
	Ｐ64
	当座預金
	とうざよきん
	当座預金口座を利用する際の勘定科目

	*
	Ｐ68
	普通預金
	ふつうよきん
	普通預金口座を利用する際の勘定科目

	
	Ｐ79
	受取手形
	うけとりてがた
	商品販売や売掛金の回収など約束手形のやり取りによって手形代金を受け取る権利（債権）が発生または手形代金の回収によって債権が消滅したときに使う勘定科目

	
	Ｐ37
	売　　　掛　　　金
	うりかけきん
	商品を販売して代金を後日受け取る権利（債権）が発生または
掛代金の回収によって債権が消滅したときに使う勘定科目

	
	P76
	クレジット売掛金
	くれじっとうりかけきん
	商品を販売して代金をクレジット・カードを提示されたとき、また信販会社から当社の金融口座に入金されたときに使う勘定科目

	*
	P82
	電子記録債権
	でんしきろくさいけん
	電子的に記録・管理される債権をいい、従来の手形や売掛金が電子化されたもの

	*
	P35
	繰越商品
	くりこししょうひん
	前期末や当期待つに売れ残った商品の金額を記録する勘定

	*
	P109
	差入保証金
	さしいれほしょうきん
	賃貸契約を結ぶ際に支払う、敷金や保証金

	*
	P157
	貯　　　蔵　　　金
	ちょぞうきん
	期末に未使用の収入印紙や切手、新幹線の回数券などがある場合、換金性が高いことから租税公課や通信費、旅費交通費から
振り替える

	
	Ｐ51
Ｐ117
	立　　　替　　　　金
	たてかえきん
	相手方が支払うべきお金を自分が立替えた場合に使う勘定科目
※そのお金はあとで返金されるので資産グループと考える

	
	Ｐ98
	貸　　　付　　　金
	かしつけきん
	お金を貸したとき、またそのお金が返済されたときに処理するための勘定科目

	*
	P103
	役員貸付金
	やくいんかしつけきん
	会社内部の取締役や社長等の役員に対する貸付金

	*
	P104
	手形貸付金
	てがたかしつけきん
	金銭の貸付は通常、借用証書で行われるが、借用証書の代わりに手形を使用する貸付のときに使われる勘定科目

	
	Ｐ110
	未収入金
	みしゅうにゅうきん
	商品以外のもの（売上とは関係の無いもの）を売って、あとで
代金を受取ることを処理するための勘定科目

	
	Ｐ40
	前　　　払　　　金
	まえばらいきん
	手付金（内金）を支払った際に用いる勘定科目

	
	Ｐ114
	仮　　　払　　　金
	かりばらいきん
	相手勘定科目あるいは金額が不明で経費を概算で支払ったときの一時的な勘定科目

	
	Ｐ43
	受取商品券
	うけとりしょうひんけん
	商品を売上げた代金として、商品券を受取った際に用いる勘定
科目

	
	Ｐ106
	土地
	とち
	店舗・倉庫・事務所などの敷地のこと

	●
	Ｐ106
	建　　　　　　　　物
	たてもの
	店舗・倉庫・事務所などのこと

	
	Ｐ106
	備品
	びひん
	事務用机、棚、据付用金庫、パソコン、コピー機など。
※耐用年数が1年以上でやや高額のもの

	
	Ｐ106
	車両運搬具
	しゃりょううんばんぐ
	運搬用トラック、乗用車など



	負　　　債

	
	
	支払手形
	しはらいてがた
	現金の代わりに手形で支払うときの勘定科目

	
	
	買　　　掛　　　金
	かいかけきん
	商品の購入の際、あとで代金を払う債務の勘定科目

	
	
	借　　　入　　　金
	かりいれきん
	お金を借りたときに処理する勘定科目

	
	
	未　　　払　　　金
	みばらいきん
	直接仕事とは関係の無いもの(商品以外のもの)を買い、あとで
代金を支払う際に用いる勘定科目

	
	
	前　　　受　　　金
	まえうけきん
	商品や製品の引き渡しに先立って、得意先から受取った手付金や
内金のこと

	
	
	仮　　　受　　　金
	かりうけきん
	入金されたお金の内容が不明なときの一時的な勘定科目

	
	
	預　 　り 　　金
	あずかりきん
	従業員や得意先から社会保険料や所得税などを給与から控除する際に用いる勘定科目。その控除分は一時的に会社が預かり、従業員らに代わってしかるべき機関へ支払うものである




	資　本 （純資産）

	
	
	資   本   金
	しほんきん
	会社設立時に、創業者や株主が出資したお金のこと。個人企業の場合は、元入金ともいう




	
収　　　益

	
	
	売上
	うりあげ
	会社が一定期間の営業活動中商品やサービスの提供により売価で儲かった総額

	
	
	受取手数料
	うけとりてすうりょう
	受取手数料とは、取引の仲介等で手数料収入を得たときの儲かった理由

	
	
	受取家賃
	うけとりやちん
	建物を貸し出すことにより受け取る家賃

	
	
	受取地代
	うけとりちだい
	土地を貸し出すことにより受け取る地代

	
	
	受取利息
	うけとりりそく
	貸付金や預金等、金銭運用により受け取る利息






	費　　　用

	
	
	仕入
	しいれ
	三分法において商品を仕入れた際に用いる勘定科目

	
	
	給料
	きゅうりょう
	従業員に給料を支払った際に計上する費用

	
	
	広告宣伝費
	こうこくせんでんひ
	不特定多数のものに対する宣伝効果を意図して支出するときに使う勘定科目。「広告費」「宣伝費」ともいう

	
	
	旅費交通費
	りょひこうつうひ
	電車賃、バス回数券、タクシー代などの交通費を払ったときに使う勘定科目。「交通費」「旅費」と分ける場合もある

	
	
	支払手数料
	しはらいてすうりょう
	手数料の際に支払いの際に用いる勘定科目

	●
	
	保　　　険　　　料　
	しはらいほけんりょう
	保険料を支払った際に用いる勘定科目
「支払保険料」ともいう

	
	
	水道光熱費
	すいどうこうねつひ
	電気・ガス・水道代などを払ったときに使う勘定科目

	
	
	通　　　信　　　費
	つうしんひ
	ハガキ・切手・電話代など

	
	
	雑費
	ざっぴ
	新聞購読代や写真の現像代など他の費用の勘定科目に振り分けられないような勘定科目を一括でまとめたもの
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	発　　　送　　　費
	はっそうひ
	商品などを売上げた際、送り賃として当社が送料を負担した場合に処理する勘定科目

	
	
	租 税 公 課
	そぜいこうか
	収入印紙を買ったときや固定資産税を支払った際に用いる勘定科目

	
	
	消 耗 品 費
	しょうもうひんひ
	用紙や筆記用具などの事務用消耗品や包装の材料などの費用を処理する科目

	
	
	支払地代
	しはらいちだい
	地代を支払った際の勘定科目

	
	
	支払家賃
	しはらいやちん
	建物を借りることにより支払う家賃

	
	
	支払利息
	しはらいりそく
	借入金などの負債の利息を支払った際に用いる勘定科目



	仮　勘　定

	
	
	現金過不足
	げんきんかぶそく
	現金の帳簿残高と実際の現金有高が一致しない場合に暫定的に
処理される勘定科目



勘定科目　3級　－4－
